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造解析の結果から， η3 アリル構造とメタラシクロブタノン (η2) 構造の寄与があること， ならびにノf ラジウム錯






機構で進行していることを明らかにしている。アセタール基の中心炭素に β-水素をもっ η 人アリル錯体では，塩基















(4) オキソジメチレンメタン錯体と求電子剤との反応を検討することで新規な 2 位に酸素置換基をもっ η3_アリル錯
体の合成法を確立し，反応の進行が η 人アリル構造の寄与によることを明らかにしている o
(5) アセタール基の中心炭素に β-水素をもっ η 仁アリル錯体では，塩基による β-水素の引き抜きによってオキソジ
メチレンメタン錯体が生成することを見い出している。
(6) ß_水素をもたない錯体では，水酸化物イオンが 2 位炭素を求核攻撃し，オキソジメチレンメタン錯体が生成す
ることを同位体ラベル化法を用いて直接的に証明しているo
以上のように，本論文は新規なオキソジメチレンメタン錯体の合成法を確立するとともに，構造，反応性ならびに
生成機構などに関して有用な結果を得たもので，オキソジメチレンメタン遷移金属錯体に関する重要な知見を与えた
意義は大きし」これらの成果は有機金属および、有機合成化学分野に対して貢献するところが大である o よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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